
 

 

 

平成２７年度 指定管理者事業報告概要及び評価 

報告期間：平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日 

 

施 設 名 大和市緑野児童館 

指定管理者 大和市コミュニティセンター緑野会館管理運営委員会 会長 林 満佐己 

指 定 期 間 平成２６年４月１日～平成２９年３月３１日 

 

１．事業報告概要 

  【業務実施状況】 

・児童館施設の承認に関する業務 

児童館名 幼児 小学生 中学生 
 その他 

（高校生付

添父母等） 

合 計 
１日平均

（人） 
開館日数 

緑 野 679 10,980 231 2,106 13,996 45.4 308 

 

・児童館の事業および管理運営に関する業務 

火曜日～金曜日と日曜日正午～午後５時３０分まで、土曜日は午前１０時～午後５時３０分

まで（月曜日と１２月２９日～１月３日の休館日を除く）職員 1名以上の常時配置、児童館

としての自主事業の実施および児童の遊びや生活の指導、施設内巡回、消防訓練の実施、施

設内の安全確保について仕様書に定めるとおり適切に実施した。 

 

・自主事業の計画及び実施（主な事業） 

事 業 名 開催期間 参加者数 

入学おめでとう期間・壁面工作 4/14～30 22人 

キラリ！ 4/24・9/22 18人・8人 

思いをこめて 5/8・6/18 6人・3人 

避難訓練 5/26・11/24 32人・40人 

星にねがいを（短冊飾り） 6/30～7/7 48人 

こども映画会（交通安全の映画） 7/17 45人 

夏休み工作 7/25・8/23 11人・18人 

秋のゲーム大会 9/18 16人 

ハッピーハロウィン 10/27 10人 

力を合わせて 11/20 21人 

クリスマス会 12/6 46人 

昔遊びウィーク（かるた・コマ回し・あやとり他） 1/19～22 37人 

バレンタインチョコ 2/9 6人 

めざせ金メダル 3/25 26人 

 

 



 

 

 

２．収支決算概要                                                               （単位：円） 

収   入 支   出 

指定管理料 

（市が指定管理者に払った金額） 2,514,000 

雇用関連経費 
（指定管理者が雇用している職員の

給料、諸手当、福利厚生費等の金額） 2,378,520 

雑入 

（預金利息等） 0 

事業費 
（指定管理者がイベント等事業実施

のために支出した金額） 135,411 

収入計（①） 2,514,000 支出計（②） 2,513,931 

収支決算 69 

※収支差額 69円は、平成２８年度特別会計に繰り入れます。 

 

３．管理運営に対する評価等 

  指定管理者の管理運営に対する市の評価は次のとおりです。 

  評価にあたっては、平成２８年４月に利用者アンケートを実施し、平成２７年度事業について利用

者より意見聴取を行いました。 

評価の視点１：施設を利用する者に対し、平等な利用の確保及びサービスの向上が図られたか 

・施設の使用事務については、条例等に則り適切に行なわれています。 

 

・児童館の年間利用者が 10,000人を超える中、利用者アンケートにおいて、スタッフの対応につい

て回答者の 100.0％（前年：100.0％）が「よい」～「ふつう」と回答しており、高水準を維持し

ていることを高く評価します。また、利用者にルールを身につけるよう働きかけ、利用者が多い

中でも平等な利用の確保を図っている点も高く評価します。 

 

・利用者アンケートの回収に当たっては、年少の利用者に対して細やかなフォローを行いながら回

収率 100.0％を維持しつづけている点について評価します。また、年度末の自主事業で利用者か

ら 1 年の感想について聞き取りを行い、翌年の事業企画に活かしている点も高く評価します。今

後も利用者の意見を聴取し運営の参考としてください。 

評価の視点２：施設の効用が最大限に発揮された事業運営が行われたか 

・様々な自主事業を実施し、地域での青少年健全育成に努めています。 

 

・限られた予算の中で、地域ボランティアの方々に協力を得ながら延べ５０を超える事業を企画し、

運営している点は高く評価します。また、自主事業の企画にあたっては、こだわりや配慮のある

企画名をつけ、魅力を醸成している点も評価します。 

 

・自主事業の企画内容や成果については、児童館指導員連絡会等を通じて積極的に他館へ情報発信

することを期待します。また、他の児童館の人気イベントの事例を参考にしながら、児童に様々

な体験の機会を与えられるよう、企画の広がりを図ってください。 

評価の視点３：施設の適切な維持及び管理が図られたか 

・日常の清掃が適切に行なわれる等、施設を維持するための取り組みが見られます。 

評価の視点４：施設の管理を安定して行う人員、資産その他の経営の規模及び能力を有しているか 

・施設の管理運営を安定的に行う上で十分な財務状況と判断しています。 
 

・指定管理会計の収支決算は適切に処理されています。 

 


